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業としてその活動を展開してきたが，マイカルの経営不振を契機とする，2001 年 6 月のコナ
ミ株式会社による株式の公開買い付けにより，商号をコナミスポーツ株式会社に変更，コナミ
                                                          
 1) サービス業の事業特性およびフィットネス行固有の経営課題については，山下・種子田〔1997〕参照。 
第 40巻 第 6号      『立命館経営学』     2002年 3月 
































































                                                          
 2) プラトー(plateau)は，高原，台地である。すなわち，プラトー期とは，伸びが止まって平坦な状態，
停滞期を意味する。 





























































                                                          































































































































































































































  今，アメリカがこのマーケットを業界全体で，2010 年までに，参加率を現在のおよそ 2






 それに対して日本は，この 5 年間なぜ延びないか。私は，この 1995 年以降の動きのなか
で，参加される方に対するバリア，障壁は大変低くなったと考えています。あとは何かとい
えば，それは施設が足りないということです。施設をこれからどんどん増やしていかなくて

































































































































































営店舗 119店舗，フランチャイズ店舗 32店舗で営業。 
フィットネス・ビジネスの到達点と課題（種子田） 155 
付表２ 顧客・市場区分別の売上高比率 
 2000年度 （構成比） 2001年度 （構成比） 前年比 
スイミングスクール 9,949百万円 20.0％ 9,893百万円 18.3％ 99.4％ 
体育スクール 2,059 4.2  2,076 3.8  100.8  
ピープル部門 12,008 24.2  11,969 22.1  99.7  
  フィットネスクラブ 27,678 55.9  31,508 58.3  113.8  
  （内商品売上）  (1,038)  (2.1)   (1,340)  (2.5)  (129.1)  
  テニススクール 833 1.7  837 1.5  100.5  
エグザス部門 28,512 57.6  32,346 59.8  113.4  
  プロショップ  2,231 4.5  2,344 4.4  105.1  
  パブリック 2,417 4.9  2,767 5.1  114.5  
  その他 369 0.8  339 0.6  91.8  
その他施設事業 5,018 10.2  5,450 10.1  108.6  
施設事業合計 45,539 92.0  49,767 92.0  109.3  
  企業フィットネス事業 1,055 2.1  1,003 1.9  95.0  
  フランチャイズ事業  1,602 3.2  1,726 3.2  107.7  
  （内商品売上）  (109)  (0.2)   (105)  (0.2)   (96.1)  
 法人部門 2,658 5.3  2,729 5.1  102.7  
 旅行事業他 1,318 2.7  1,572 2.9  119.3  
施設外事業合計 3,976 8.0  4,301 8.0  108.2  
合 計 49,515 100.0  54,068 100.0  109.2  
（コナミスポーツ㈱2001年 9月期 (第 30期) 決算短信補足資料より作成） 
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